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■1月のグローバル・リート市場は、主要国で低金利
環境が続いたことなどから、リートの配当利回りの
高さが好感され、前月末比＋3.4％（円ベース）と、
4カ月連続で上昇しました。 

■為替市場では、原油価格の下落やギリシャの政
局不安などによりリスク回避的な動きが強まったこ
とや、ECBによる国債購入策導入などにより、主要
通貨は円に対して下落し、為替要因はマイナス寄
与となりました。 

低金利環境で配当利回りの高さが支える展開へ 

2015年2月13日 

（No.2,070）〈マーケットレポートNo.4,027〉 

主要国のリート市場の最近の動向（1月） 

■米国市場は、FOMCで低金利政策が維持されたこ
となどで早期利上げへの警戒感が後退し、10年国
債利回りが低下したことから大きく上昇しました。 

■欧州市場は、ECBが国債買い入れを含む量的金
融緩和を決定したことなどから、主要各国ともに上
昇し、特にフランス市場が大きく上昇しました。 

■豪州市場は、政策金利の引き下げ期待が高まっ
たことなどから、現地通貨ベースでは大きく上昇し
ましたが、為替要因がマイナス寄与となり、小幅な
上昇にとどまりました。 

■アジア市場は下落しました。シンガポール市場が
為替要因で下落したことが影響しました。 

■日欧では追加金融緩和への期待から金利は上
昇しにくいと見られます。米国では今年後半に利
上げが開始される見込みですが、低インフレ環
境の継続もあり金利上昇ペースは緩やかとなる
見込みです。主要国では低金利環境が当面継
続する見込みです。 

2015年02月10日 米国の債券市場（2015年2月） 
2015年02月03日 オーストラリアの金融政策（2015年2月） 

低金利が続き4カ月連続の上昇 

為替要因はマイナス寄与 

米国、フランス市場が大きく上昇 
シンガポールは為替要因で下落 

低金利環境で配当利回りの高さがリート市場を下支え 

■世界景気の緩やかな回復を背景に、不動産市
場の堅調さが続き、リートの収益や配当金は安
定的に拡大すると見込まれます。また、低金利
環境は続くと見られることから、リートの配当利
回りの高さが下支えし、グローバル・リート市場
は底堅い推移が見込まれます。 

（注）データは、GPRグローバル・ハイ・インカム・リート・インデックス（円ベース）。 
（出所）GPR社のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

月間騰落率 月間騰落率

グローバル +3.4% 　フランス +7.1%
北米 +4.4% 　英国 +3.3%
　米国 +5.8% オセアニア +0.4%
　カナダ ▲0.9% 　豪州 +0.4%
欧州 +6.1% アジア ▲1.2%
　ベルギー +3.1% 　シンガポール ▲2.3%
　オランダ +4.4% 　日本 +3.8%

【各国・地域の騰落率(1月)】

（注）データは、GPRグローバル・ハイ・インカム・リート・インデックス（円ベース）。 
       期間は2014年1月末～2015年1月末。2014年1月末を100として指数化。 
（出所）GPR社のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1242676_1951.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1242564_1951.html

